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 10月4日（日）国際ロータリー第2600地区2019-2020

年度地区大会が成田守夫ガバナー（上田西RC）の指揮

の下、上田ロータリークラブがホストを務め、サント

ミューゼに於いて開催された。今年はコロナ禍の影響

で参加人数が制限され、伊那クラブの参加者は12名で

した。日程は従来2日間の開催ですが、1日に短縮され、

会議の席は一席ずつ空けた指定席でした。その他様々

なところで新型コロナウイルスの感染を予防しての運

営となっていた。 

 役員以外は貸し切りバスで上田に向かった。 

ガバナー挨拶 成田守夫ガバナー 

 今年の地区目標は「ロータリーを通してあなたの世

界を拡げよう」であります。本地区大会のテーマも同

じです。その実践に向け、地域から世界に向け、日々

努力して参ります。そのことが魅力ある地域づくりに

繋がりますので、“ロータリーから信州を元気に”出

来ると考えております。 

開会の言葉 布施修一郎 実行委員長 

 コロナ禍での地区大会ということ 

で、従来とは形式を全く変え、短縮、 

縮小で本日一日だけの大会を迎える 

ことになりました。本来ならば、前 

日にRI会長代理ご夫妻をお迎えした 

晩餐会を開き、夜の上田を満喫して頂けるはずでした

が今回のような形となりました。 

歓迎の言葉 桑原茂実 ホストクラブ会長  

 地区大会開催に際し、コロナ禍の中、長野県知事阿

部守一様、上田市長土屋陽一様、上田商工会議所会頭

栁澤憲一郎様をご来賓とし、また延期や中止が相次ぐ 

 

 

 

 

中、県内の人数制 

限のロータリアン 

とご家族の皆様を 

お迎えし、開催出 

来ます事を心から 

感謝申し上げます。 

ようこそ上田へお 

越しくださいました。 

RI会長メッセージ伝達・RI現状報告 

成田守夫ガバナー 

 新型コロナウイルスの流行によって世界は変わり

ましたが、ロータリーの地区大会は継続して開催され、

今まで以上にロータリーの未来にとって重要な行事と

なります。 

 ロータリーでもさまざまな運営方式が変わり、この

危機が去ったら後には、新たな現実が待ち受けている

ことでしょう。今こそ、私たちがロータリーの中核的 

価値観を見直し、自分たちにとってなぜロータリーが

重要なのか、今後もロータリーを守っていくために必

要な資質は何かを考える必要があります。 

大 会 決 議 伊藤雅基 委員長 

1．国際ロータリーテーマを推進 

 する件 

2．新型コロナウイルスに立向う 

 当地区関係者に対する感謝の件 

3．日本のロータリー100周年を祝 

 う件 

4．直前ガバナー古川静男氏に対する感謝の件 

5．2021年国際大会への参加を推進する件 

ＷＥＥＫＬＹ 2020 － 2021 

2020-2021年度 地 区 大 会  於：上田市 サントミューゼ 



6．本地区大会の記念事業に関する件 

 長野県への寄付 上田市への寄付 ロータリ 

 ー財団への寄付 米山記念奨学会への寄付 

7．本地区大会のホストクラブに対する感謝の件 

8．次期地区大会開催に関する件 

 2021-22年度地区大会は、諏訪湖ロータリーク 

 ラブをホストとして2021年10月16・17日に下諏 

 訪総合文化センターを主会場として開催する。 

各 種 表 彰  

ロータリー賞  

伊那ロータリークラブを含む8クラブが受賞し、

唐木一平直前会長が壇上で表彰を受けました。 

地区ガバナー賞 

当クラブの受賞者は、40年在籍の神山公秀会員、

30年在籍の塚越寛会員、中川博司会員です。 

ガバナーエレクト紹介 成田守夫ガバナー 

桑澤一郎氏 

（茅野ロータリークラブ） 

職業分類：自動車学校 

昭和32年生まれ 

 

がバナーノミニー紹介 成田守夫ガバナー 

上沢広光氏（須坂五岳ロータリークラブ） 

昭和35年生まれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 念 講 演  

演題「新型コロナウイルス後の人間社会」 

講師 山極 壽一氏（前京都大学総長） 

 講演会では、新型コロナウイルスがどのように

発生したのか、なぜパンデミックを引き起こして

いるのかについて、生物学的・社会学的見地から

解説いただいた後、人間社会の発達に関連し、集

団規模とコミュニケーション形態の相関性や言

葉の発達がもたらしたものについて、ゴリラ等他

の霊長類との比較を交えて分かりやすく説明い

ただきました。続けて、情報革命が起きたことに

より、我々は「現実よりもフィクションに生きて

いる」「現代は不安の時代」であるとし、デジタ

ル社会への危機感を提起するとともに、今後のグ

ローバル人材には特に「状況を即断し、適応でき

る」能力が資質として求められ、それを身に付け

るためには、機械ではなく自然と向き合い対処す

る経験を積むことが必要であること、また、現代

の大学教育には「共感力」を使った学びが重要で

あることなどを、力強く語ってくださいました。 

 


